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船舶事故調査報告書 

 

                               平成２３年４月１４日 

                        運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

                           委   員  横 山 鐵 男（部会長） 

                           委   員  山 本 哲 也 

                           委   員  石 川 敏 行 

 

事故種類 火災 

発生日時 平成２２年７月９日 ０１時００分ごろ発見 

発生場所 北海道釧路市釧路港東方沖 浜中町湯沸
とぶつ

岬灯台から真方位１７５°８.８

海里付近 

（概位 北緯４２°５６′ 東経１４５°１１′） 

事故調査の経過  平成２２年７月１３日、本事故の調査を担当する主管調査官（函館事

務所）ほか１人の地方事故調査官を指名した。 

 原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 Ｌ×Ｂ×Ｄ、船質 

 機関、出力、進水等 

 

漁船 第二十八喜
き

美
み

丸、７.３０トン 

 ＨＫ２－２０３７０（漁船登録番号）、個人所有 

 １２.００ｍ（Lr）×３.０５ｍ×０.９２ｍ、ＦＲＰ 

 ディーゼル機関、４２３kＷ（漁船法馬力数）、平成９年４月５日 

 乗組員等に関する情報 船長 男性 ４５歳 

 一級小型船舶操縦士・特殊小型船舶操縦士・特定 

免許登録日 平成２年５月１１日               

免許証交付日 平成２１年７月６日 

（平成２７年５月１０日まで有効） 

 死傷者等 なし 

 損傷 全損 

 事故の経過 

 

 本船は、船長及び甲板員２人が乗り組み、釧路港東方沖を浜中町霧
きり

多布
たっぷ

港に向けて帰航中、平成２２年７月９日０１時００分ごろ、船長が

異常な油の臭いに気付き、操舵室内ののぞき窓から機関室内をのぞいた

ところ、機関室が白い煙で充満しているのを認めたため、急いで機関室

に赴いたところ、主機の右舷船尾付近にオレンジ色の炎を発見した。 

本船は、直ちに主機を中立とし、乗組員が、機関室後部及び操舵室に

備え付けの持運び式粉末消火器２本で消火を試みたが、消火できず、黒

煙が上がり、間もなく主機が停止した。 

船長は、操舵室右舷側に搭載していた小型船舶用膨張式救命いかだ

（以下「本船救命いかだ」という。）を展張し、僚船に救助を要請したの

ち、甲板員２人とともに退船して本船付近で漂流中、僚船に救助され

た。 

本船は、他の僚船によって消火活動が行われ、０６時１０分ごろ鎮火

した。 
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本船は、消火活動中に転覆したが、巡視船によりえい
．．

航されて霧多布

港に帰港した。 

 気象・海象 気象：天気 霧、風向 東、風力 １、気温 約１４℃、視程 約３０

ｍ未満 

海象：波向 南、波高 約１ｍ、水温 約１０℃ 

 その他の事項 本船は、機関室の天井に軸流ファンが２台設置され、１台を給気用と

し、他の１台を排気用としていたが、本事故時、排気用軸流ファンは運

転されていなかった。 

本船は、機関室船尾側に主機用の燃料小出しタンク（８０ℓ）が設置さ

れていた。 

本船は、燃料油としてＡ重油を使用していた。 

機関室右舷船尾付近には、ウエス等の可燃物は置いていなかった。 

船長及び甲板員Ｂは、喫煙者であったが、機関室内で喫煙することは

なかった。 

船長は、出航前に機関室内の点検を行ったが、油漏れ等の異常は認め

なかった。 

船長は、平成２２年４月に救命いかだを新替した際、救命いかだの展

張方法を体験していた。 

本船は、船底部を残して全焼したため、廃棄処分された。 

分析 乗組員等の関与 

船体・機関等の関与 

気象・海象の関与 

判明した事項の解析 

不明 

不明 

なし 

 本船は、釧路港東方沖を霧多布港に向けて帰

航中、機関室の右舷船尾付近から出火したもの

と考えられる。 

本船の焼損が激しかったことから、出火の経

過を明らかにすることはできなかった。 

乗組員は、船長が救命いかだの展張方法を体

験していたため、速やかに救命いかだで脱出で

きたものと考えられる。 

原因  本事故は、夜間、本船が釧路港東方沖を霧多布港に向けて帰航中、機

関室の右舷船尾付近から出火したことにより発生したものと考えられ

る。 

 




